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グッドデザイン賞受賞グッドデザイン賞受賞

速報版

* いろはにアサッチ＃27「お」*

～鬼に金棒～
　「お」は、江戸では　「鬼に金棒」。これは、強い者がさらに良い条件を得て強くなる、
という意味。よく使いますよね。京では「負うた子に教えられて浅瀬を渡る」これは、自
　　　　　　分よりも劣った者や年下の者にも、教えられることもあるということ。これ
　　　　　　　　　もよくありますよね。大阪は「陰陽師身の上知らず」。　これは、陰陽
　　　　　　　　　師は他人の吉凶ばかり占っているが、自分の運命についてはわからな
　　　　　　　　　い。他人のことはよくわかる人でも自分のことはわからない、という
　　　　　　　　　意味。運命ではないけれど他人の事ばかり言う人いますよね。

 ＡＳＡ用賀が１０月３日、 日本デザイン振興会主催の 2011 年度
グッドデザイン賞を受賞しました。 実稼働している新聞販売店及び

その所長が受賞するのは初めてのことであり、 大変誇りに思います。

これもひとえに皆様方の温かいご支援の賜物と深く感謝しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 果たして築後 15 年を経過した建物がどのように評価されるのか不安で

したが、 購読者はもちろん地域住民が気軽に利用できる空間の創出、 近隣に配慮した作業環境など、 グッドデザインの審査基準である 「ただ

見た目のデザインが良いだけではダメで、社会に豊かさ豊かさをもたらすことが出来ているか」 というポイントにＡＳＡ用賀がマッチし受賞に至っ

たのだと思います。 これからもグッドデザイン賞受賞の名に恥じぬよう切磋琢磨してまいりますのでＡＳＡ用賀 ・ 二子玉川にご期待下さい。

≪受賞概要≫

一般名称・・・・・新聞販売店

固有名称・・・・・ASA 用賀

受賞カテゴリー・・商業・産業用途の建築物・空間

事業主体名・・・・有限会社朝日新聞用賀専売所

２次審査後に開催された「グッドデザインエキスポ 2011」の弊社ブース

会場は東京ビックサイト。 審査ユニットは 11。 審査員は、 北山恒、 乾久美子、 南雲勝志、 廣村正彰の有名建築家 ・デザイナーたち。

弊社のブース前では 「これが新聞屋？」 という声がよく聞かれました。 中には 「ここ知ってる！」 なんて声もありました。 感謝。

昭和３３年
創業当時の
弊社建物。
店の前は
ドブ川でした。

　新聞というメディアの存在と大きく関係するプロジェクトである。鮮度は変わらないものの
電子化が進む新聞に、販売店は顧客を拡販するだけではなく、地域との共生と文化的発信源と
しての存在が重要な信頼のポイントになるというモデルケースである。地域密着で住民に貢献
しているという点で評価された。 

≪審査員の評価コメント≫



　

手前味噌ですが弊社店舗内と活動をご紹介
　ASA 用賀は、 平成 8年の改築の際に 「これからの新聞販売店」 すなわち、 お客様から見ても従業員から見ても 「カッコイ
イ新聞屋」 を目指し、 地域のみなさまから好感をもたれる店舗作りと 3K の代名詞であった職場環境 ・作業環境の改善から着
手しました。 また、 平成１３年には、 同様のコンセプトでデザインされ、 地下の作業場やシューター、 明るく広い受付を持つ二
子玉川店 「フィールド 25」 が竣工。 ハイセンスな二子玉川の街にマッチした店舗に生まれ変わりました。 これからもお客様目
線、 従業員目線に立ち 「これからの新聞販売店の在り方」 を追求していきます。 ご期待下さい。

およそ新聞販売店らしからぬ外観の当店は、

用賀駅北口徒歩 30秒という好立地にあり

ます。 エントランスは、 思い切って歩道 ・ 車

道に面して広いスペースを確保しました。

その結果、 自動車や歩行者の邪魔にならず

にご来店いただくことが可能となりました。

店舗壁面には当店のモットー 「信頼と誠意」 を
意味するオリジナルキャラクター＝クマの 「アサ
ッチ」 が描かれています。 「アサッチ」 という名
前は購読者様からの公募で決定いたしました。

明るく広々とした受付で、 ゆっ
たりと新聞の購入や購読代金の
お支払いをしていただけます。

店着した新聞を地下の作業場に落とすため
のシューターの口です。 梱包された新聞を
このように地下へ落とします。 これにより
新聞を階段で地下に運ばなくて済みます。

投入された新聞はこのように地下に落ちて
きます。 従業員はそれを自分の作業台に運
び配達の準備に取り掛かります。

柱を極力排した地下の作
業場は、 ひとりひとり専
用テーブルが配置され
作業効率を最大限アップ
させることができる作り
になっています。 また、
雨の日に新聞をビニール
に入れる機械も３人に１台
配備され雨の日の出発が
遅くならないようにしています。

＜様々なイベントや体験教室を開催＞

アサッチの駄菓子ゲームはいつも大盛況です

創業５０周年を記念して開催したコンサート
には多数の購読者様がご来場くださいまし
た。ＡＳＡ用賀の２階多目的ルームは、 教室
コンサート、 イベント、 展覧会など様々な
催事に活躍しています。

定期的に開催してきました体験教室。 今年は先月号で
ご案内のとおり 「アンスラバン」 さんとのコラボレーシ
ョン企画を展開。 今までとはひと味違った教室が楽しい
と大好評です。 これからも様々な活動をしてまいります
ので、ＡＳＡ用賀 ・ 二子玉川の応援よろしくお願いします。


